


CRIEPI／中面�

電力中央研究所の使命と戦略�

・原子力技術�
・先進保守技術�
・環境・革新技術�
・最適エネルギー利用技術�
・社会・経営リスクマネジメント�

　　 電力中央研究所のミッションと時代の�
　　 要請について�
�
白土：電力を中心としたエネルギーについて、その生産から�

最終的な使い勝手にいたる諸々の技術を進歩させていくのが、�

1951年の設立以来今も変わらない電中研の基底にあるミッ�

ションです。電中研を創設した松永安左エ門翁が、企業メセ�

ナ（社会貢献）という観点から、公共性の高い研究に取り組�

んできたという伝統があります。もちろん、社会情勢に合わ�

せて、技術、生活、経済性などに関するニーズは変化してき�

ており、具体的なミッションも少しずつ変わってきています。�

　地球環境問題とエネルギーセキュリティーとの両立を図っ�

ていくのが、直面するミッションととらえています。今まで�

は豊富な天然資源の存在を前提に技術開発をしてきましたが、�

今後中国やインドなど人口超大国の需要がこのまま伸びれば、�

化石燃料をはじめとして世界的なエネルギー不足は避けられ�

ません。そのときにどうやってエネルギーを安定供給してい�

くかは大きな課題です。�

　また、今の快適な生活環境を孫子の代まで維持しつつ、人�

類が生き延びていくためには、エネルギー消費に付随して起�

きる地球環境問題の深刻化を解決することも必須です。この�

地球環境とエネルギーの安定供給の両立は、人類が克服しな�

ければならない最優先課題です。電力自由化などで最近は電�

力会社のゆとりがなくなっていることもあり、当研究所が電�

気事業をはじめとするエネルギー産業の技術開発研究をリー�

ドしていかなくてはなりません。難題ですから、やり甲斐も�

あると思っています。�

　社会経済が伸びている時代には、誰もが努力して向上して�

いう業務もあります。また、電中研の手掛けた成果が外部か�

ら侵害される可能性に対しては特許防衛もします。�

　このようにして世に研究成果が出ていけば、研究者のモチ�

ベーションも高まるでしょうし、画期的な発明が生まれれば、�

それ相応の報酬の仕組みを考えていくことにもなります。�

�

　　 情報発信の強化について�
�

白土：研究成果は、きちんと外部に向けてプレゼンテーショ�

ンしていかなくてはいけません。学会等の発表だけでなく、�

電中研に来られた方へのプレゼンテーションも大事です。研�

究施設というのは、一見しただけでは分かりにくい仕掛けが�

多いので、来訪者が理解しやすい形で見せる装置などが必要�

です。�

　例えばデンマークには、風力やバイオエネルギーなどの再�

生可能エネルギーをフルに使って、島全体でエネルギー自立�

を目指しているサムソー島という島があります。そこを中心�

に視察に行ってきましたが、地球環境問題に対して長いスパ�

ンで考え、真面目に取り組んでいるのが印象的でした。工業�

国の日本とは国の成り立ちがまったく違いますから、そこで�

のやり方がそのまま日本で通用するわけではありませんが。�

エネルギー安定供給と地球環境問題の両立に関していろいろ�

な課題が一目で分かり、電中研が日本にあった技術開発に取�

り組んでいることをプレゼンテーションできる研究施設が必�

要だと思っています。�

　電中研が、研究の5本柱のもとに日本のエネルギー問題に�

真剣に取り組んでいることを広く皆様から理解していただき、�

今後も見守っていただきたいと思っています。�

�

　研究所として、研究施設を活用してまず基盤技術を充実し、�

頼られる研究所でなければなりません。�

�

　　 研究のプロモーションと知財の確保は？�
�

白土：地球環境問題とエネルギーセキュリティーとの両立を�

達成していくために、電中研が重点をおいて取り組む研究課�

題を研究の5本柱のもとに集約しました（下図）。さらに能率�

的な研究を推進するために、関係する研究課題同士を結びつ�

けたり、研究者同士をコーディネートしてアドバイスしたり、�

外部の諸機関との連携を図るなど、研究をプロモートしてい�

く仕組みが必要です。�

　そこで、5本柱および基盤研究のそれぞれに担当する理事�

を置き、シニアー研究プロモーター役を務めてもらいます。�

研究者は、何とか物にしたいと自分のテーマにのめり込みが�

ちなので、研究プロモーターは技術的困難性と社会的な受容�

性の両面から考慮して、先行きの見極めをする重要な役割を�

担います。研究者はセンシティブな集団ですから、そういっ�

た面にも配慮しつつ進めなくてはいけませんが。�

　21世紀を迎え、日本は世界最高水準の「科学技術創造立�

国」を目指すということで、大学の独立行政法人化が進むな�

ど、研究効率が重視されて、競争が激化しています。電中研�

では、研究成果を知的財産として整理していこうと、今春新�

たに“知的財産センター”を立ち上げました。�

　知財センターの役割は、まず各研究成果をきちんとパテン�

ト化する。次に、研究者がその手続きに煩わされ、研究その�

ものが疎かにならないよう手助けする。さらに開発した技術�

を外部で使用するところまで進めば、ある程度企業化すると�

研究の5本柱の設定と三現主義の徹底�
　2006年春、電気事業と社会のニーズに沿った課題を選択し、研究資�

源の集中を図るため、新たに「研究の5本柱」を軸に研究課題を再構成。�

これらの柱ごとに「重点プロジェクト課題」、「プロジェクト課題」を設�

定し、10分野における「基盤研究課題」との連携のもとに、研究成果を�

タイムリーに内外に提供していく。�

　「三現主義」の徹底と研究プロモーター機能の発揮による研究の総合�

的推進と、公益法人としての「社会的責任」をより強く果たしていく。�

　さらに知財の創出、管理、活用と研究成果の技術移転を戦略的に推進�

するため、新たに知的財産センターを設置。�

夢を技術に�
カ タ チ�

研究の5本柱�

・知財の創出・管理・活用�
・技術移転の推進�

知財管理の強化�

基盤技術の充実�
人　：600名を超す多分野にわたる研究員�
設備：10分野を支える充実した研究設備�

いきますが、社会が成熟してくるとどうしても楽な道に走り�

がちです。少子高齢化にともなう技術継承という課題もあり�

ますし、研究員には、ある程度保守の時代の厳しさに耐えな�

がらトップレベルを保つという研究の姿勢に、やり甲斐を見�

出してもらいたいと思っています。その中で、研究員にノー�

ベル賞を取ってほしいとエールを送っています。ノーベル賞�

を取るくらいの研究成果を出せる世界的な研究機関だと認め�

てもらえることが夢でもあります。�

�

　　 現場、現物、現実を重視する「三現主義」に�
　　 込められた思いは？�
�

白土：電中研は、豊富な研究設備がそなわっていますので、�

自分たちで手掛け、汗をかいて成果を出していく研究が中心�

です。現場の現実を踏まえて研究を進めることこそがアドバ�

ンテージではないかと、三現主義を強調しています。�

　近年は情報技術の発達によって、インターネットなどから�

容易に広範な知見を得られ、複雑な情報の整理も簡単にでき�

るようになりました。効率は非常によくなった反面、他機関�

のデータを比較的容易に入手し、実際に現物を使った実験を�

しなくてもコンピューターでシミュレーションが楽に行える�

ようになったため、汗をかかずにそれで事足れりとしがちな�

マイナス面も生じています。これらは社会全体の風潮ではあ�

りますが、やはり情報技術に偏重している部分を少し引き戻�

したいと思っています。�

　現場主義の重要性は、本田宗一郎など、戦後における日本�

のメーカーの創業者をみても、日本は現場で汗をかくことで�

成果を生み出すのが得意だと思っています。�

頼られる研究所�
安心・安全・快適なくらし�
エネルギーセキュリティー確保�
と地球環境保全の両立�


